




　実際に、野生化してしまった園芸スイレンの駆
除は日本各地で行われています。例えば、世界遺
産に登録されている北海道知

しれ

床
とこ

国立公園にある知
床五湖の一湖では、外来種問題に取り組む地域イ
ベントとして園芸スイレンの葉の刈り取り活動が
続けられています。福島県矢ノ原湿原では、福島
大学の黒沢高秀教授らが根茎からの掘り取りによ
る駆除を行い、５年の歳月をかけて駆除を完了さ
せました。国内の自然公園等での一定規模の集団
で駆除が成功したのは、これが初めてではないか
と言われています。しかし、目に見える株はなく
なっても、残っているタネからまた成長してくる
可能性もあるため、定期的なモニタリングが必要
となります。一度野生化してしまうと、駆除する
ことはとても大変なのです。

おわりに
　きれいな花を咲かせるスイレンを栽培するのは
大変楽しいです。しかし、野外に広がってしまっ
た場合の生態系へ影響は甚大で、駆除には多大な
時間と労力が必要となります。栽培するときは庭
の池や睡蓮鉢などで育て、タネや個体がほかの場
所に広がらないよう注意する必要があります。

（植物担当）

れています。このような園芸スイレンに対して駆
除が必要となっていますが、園芸スイレンには多
様な種や品種が含まれているため、色や形もさま
ざまで、日本在来のヒツジグサと見分けることが
難しい場合もあります（図３）。

どうやって駆除するの？
　園芸スイレンの駆除には、主に３つの方法があ
ります。１つ目は、水面に浮いている葉を刈り取
ることでだんだんと弱らせていく方法です。葉の
みを刈り取ることはさほど難しくありません。し
かし、栄養を貯めこんでいる根茎は残っているた
め、何度も、何年も刈り取り続ける必要があり、
時間と手間がかかります。２つ目は、シートをか
ぶせて光を遮

しゃ

断
だん

し、光合成をできないようにする
方法です。この方法はシートをかけておくだけな
ので、お金はかかりますが手間はあまりかかりま
せん。しかし、シートをかけることで、他の生物
にも影響を与えてしまいます。３つ目は、土の中
から根茎を掘り返して個体そのものを取り除く方
法です。根茎はしっかりと根を張りながら横に伸
びているので、掘り取るには大変な労力がかかり
ますが、確実に個体数を減らすことができます。

図３　類似するが、花
か

弁
べん

や萼
がく

の形状が異なる園芸スイレン（左、中央）と、日本在来のヒツジグサ（右）
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企画展

　徳島県美
み

馬
ま

郡つるぎ町半
はん

田
だ

では、かつて木
き

地
じ

に漆
うるし

を塗
ぬ

る漆
しっ

器
き

がつくられました。それは半田塗または半
田漆器と呼ばれ、生産が18世紀前半に始まり、1970年まで続きました。製品は、庶

しょ

民
みん

むけの膳
ぜん

椀
わん

が中心で、
商
しょう

圏
けん

が四国、近畿、中国、九州、関東などの広い範囲におよび、盛
せい

時
じ

の半田は、西日本有数の漆器産地とし
て知られました。しかし現在は、地元でも生産されていた事実を知る人が少なくなり、どのような製品な
のかほとんど分からなくなっています。
　近年、かつて半田塗の製

せい

造
ぞう

販
はん

売
ばい

の担
にな

い手であった、敷
しき

地
じ

屋
や

大久保本家の子孫の方より、当館や徳島県立
文書館に資料が寄贈されました。この展示では、それらの寄贈資料を中心に、半田塗について紹介します。

会　　期　2026年4月25日（土）～5月24日（日）
休 館 日　月曜日（5月4日を除く）、5月7日（木）
会　　場　徳島県立博物館１階　企画展示室
観 覧 料　一般400円、高校・大学生200円、小・中学生100円
　　　　　※土曜日・日曜日・祝日は高校生以下無料
　　　　　※幼稚園・保育所、学校（高等教育機関を除く）、社会福祉施設等での利用は無料
　　　　　※高齢者（65歳以上）は半額（証明書等の提示が必要）
　　　　　※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳等の所持者及び介助者1名は無料
　　　　　※20名以上の団体は２割引

総
そう

朱
しゅ

八
はち

十
じゅう

物
もの

・膳
ぜん

　神宮寺蔵

遊
ゆう

楽
らく

模
も

様
よう

大
おお

平
ひら

　当館蔵 朱
しゅ

溜
だめ

内
うち

黒
ぐろ

若
わか

松
まつ

蒔
まき

絵
え

椀
わん

　当館蔵 若
わか

松
まつ

宝
たから

尽
つくし

蒔
まき

絵
え

重
じゅう

箱
ばこ

　当館蔵

槻
つき

総
そう

朱
しゅ

目
め

出
だし

塗
ぬり

立
たて

丸
まる

膳
ぜん

　当館蔵

（１）漆器いろいろ
（２）敷地屋大久保本家の漆器
（３）半田塗に関わる文書など
（４）半田塗の諸相

日時　４月26日（日）
　　　５月５日（火・祝）
　　　５月24日（日）
　　　いずれも13：30から14：30まで
会場　企画展示室
　　　※企画展観覧料が必要です

展示構成

展示解説
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館蔵品
紹介

　徳島県勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

には、白
はく

亜
あ

紀
き

前期の地層である物
もの

部
べ

川
がわ

層
そう

群
ぐん

が分布しています。1994年4月、勝浦町
から四国で初めてとなる恐竜化石（鳥

ちょう

脚
きゃく

類
るい

イグア
ノドン類の歯）が、高知大学の学生（菊

きく

池
ち

直
なお

樹
き

氏）
によって発見されました。その後、長い間、徳島
県内で新たな恐竜化石の発見はありませんでした
が、2016年7月、勝浦町で化石採集を行っていた
田
た

上
がみ

浩
ひろ

久
ひさ

氏・竜
りゅう

熙
き

氏親子が、22年ぶりとなる第2
例目の恐竜化石を発見しました。見つかった化石
は、1994年のものとは異なり、竜

りゅう

脚
きゃく

類
るい

ティタノ
サウルス形

けい

類
るい

とよばれる恐竜の歯でした（図１）。
竜脚類は、長い首と尾を持つ大型の恐竜で、全長
30メートルを超える種

しゅ

も知られています（図２）。
　1994年と2016年に発見された化石は、いず
れも地層から抜け落ちた転

てん

石
せき

から見つかりました。
そのため、徳島県立博物館は福井県立恐竜博物館、
徳島県化石同好会などと共同で調査チームを結成
し、2016年12月から恐竜化石を含む地層（恐竜
化石含有層）の探索調査を開始しました（図３）。
初回である12月の調査において、勝浦町の山中
でトリゴニオイデスとよばれる淡

たん

水
すい

生
せい

二枚貝や
スッポン類の甲

こう

羅
ら

の化石を産出するポイントを確

図１　徳島県から22年ぶりに発見された恐竜化石（竜脚類
の歯化石）（2016年発見）

図３　2016年12月に実施した恐竜化石含有層の探索調査の様子
参加者（敬称略）は、中

なか

尾
お

賢
けん

一
いち

・辻
つじ

野
の

泰
やす

之
ゆき

（徳島県立博物館）、
東
あずま

　洋
よう

一
いち

・薗
その

田
だ

哲
てっ

平
ぺい

・河
かわ

部
べ

壮
そう

一
いち

郎
ろう

（福井県立恐竜博物館）、田
上浩久・田上竜熙（徳島県化石同好会）、奥平耕右

認しました。これらの発見により、恐竜化石を含
有する可能性が高いポイントとして、継続的な調
査を行うことになりました。そして2018年４月、
当館の学芸員（筆者）と化石愛好家の奥

おく

平
ひら

耕
こう

右
すけ

氏
が、地層中から恐竜の可能性が高い化石を発見し
ました。この化石を慎重にクリーニングした結果、
2016年に発見されたものと同じ竜脚類ティタノ
サウルス形類の歯であることが判明しました（図
４）。この発見は、地層中から直接見つかった徳
島県初の恐竜化石であり、同時に恐竜化石含有層
の確認という重要な成果でもありました。
　現在までに、勝浦町からは31点の恐竜化石が
発見されており、そのうち13点が竜脚類の歯で
す（2026年１月時点）。つまり、発見された恐
竜化石の半数近くを竜脚類が占めています。竜脚
類の歯は、勝浦町における恐竜化石の再調査の
きっかけとなった重要な化石です。また、2026
年は、その化石の発見から10年を迎える節目で
もあります。� （地学担当：辻野泰之）

図４　勝浦町の地
層中からはじめて見
つかった恐竜化石
（竜脚類の歯化石）
（2018年発見）図２　竜脚類ティタノサウルス形類の生体復元（イラスト：山

やま

本
もと

　匠
たくみ

）
1cm

1cm

••••••••••••••••••••勝浦町産の竜脚類の歯化石
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　無形の文化財を守り、継承することは、容易で
はありません。それは、文化財の保持者（認定さ
れた団体など）の地域での関係性のなかで成り立
ち、継承されていくものだからです。ここでは、
国指定重要無形民俗文化財である「阿波の太布製
造技術」を例に、そのあり方を考えてみたいと思
います。
　太布とは、コウゾなどの樹

じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

から糸を取り、
それを織った布のことです。この太布を製造する
技術は、かつて山間地において日常的に用いる衣
類や小物を作るため、各家で保持されていました。
しかし、日常の衣類が市販品に置き換わるにつれ、
こうした技術は暮らしのなかで必要とされなく
なっていきました。
　そうしたなか、徳島県那

な

賀
か

町
ちょう

木
き

頭
とう

和
わ

無
ん

田
だ

では、
原料となるコウゾの栽培から、樹皮繊維の採取、
糸づくり、太布の製織に至るまでの作業が、その
後も継続されてきました。その中心となったのが、
旧木頭村（現・那賀町）の年配者を中心とするグ
ループです。こうした活動を基盤として、阿波太
布製造技法保存伝承会（以下、保存会）が保持者
となり、2017年に無形民
俗文化財に指定されました。
　太布製造工程のなかで、
毎年１月中旬に行われる
のが「カジ蒸し」と呼ばれ
る作業です。これは、刈り
取ったコウゾの樹皮をはぎ
取り、太布の材料となる繊
維を確保するための工程
です。樹皮をスムーズに
はぎ取るため、甑

こしき

と呼ば
れる大型の桶

おけ

（高さ約２
メートル）を用いて蒸しま
す。水の入った釜の上に
束ねたコウゾを立て、そ
の上から甑をかぶせて蒸
すという方法です（図１）。�

　2026年１月の作業では、新調した甑が初めて
使われました。これまで使ってきた甑の傷み大き
くなったためです。保存会の仕様に合わせて甑を
新調するのは、保存会にとっても初めての経験で
した。これまでは、かつて各家で使われていた
甑を譲り受け、修理しながら使用してきました�
（図２）。
　この甑を新調するにあたり、それを製作する職
人の存在と、その技術は欠かせません。作業に用
いる釜の口径に合わせて甑の口径を調整し、切り
そろえたコウゾの長さに応じて甑の高さが決めら
れました。材料となる木や竹は徳島県産のものが
用いられましたが、それらを確保することも職人
の役割でした。最終的には、使用者である保存会
と調整を重ねながら作業現場で仕上げられました。
　甑は太布製造技術を構成する用具の一例にすぎ
ません。その他の用具や工程にも、それぞれに関
係者が存在し、別の技術によって支えられていま
す。これらの技術が総合的に継承されることで、
太布製造技術の継承が可能となるのです。

（民俗担当：磯本宏紀）

情報 B O X情報 B O X情報 B O X情報 B O X

図１　甑と釜でコウゾを蒸す 図２　保存会所蔵の歴代の甑。
手前が今回新調したもの

技の継承を支えるもの
―阿波の太

た

布
ふ

製造技術から考える―
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QQand
レファレンス ルーミスシジミは

どこにいるのでしょうか？

図　徳島県産の３種のチョウ
１　ルーミスシジミ（上：表，下：裏）
２　ムラサキシジミ（上：表，下：裏）
３　ムラサキツバメ（上：表，下：裏）

　ルーミスシジミ（Arhopala ganesa loomisi (H. Pryer, 
1886 )）は空色の翅

はね

が美しいシジミチョウの仲間
です（図-1）。当館の常設展示室内の、「徳島の自
然とくらし」で標本を展示しており、ミュージア
ムショップで販売されている博物館友の会オリジ
ナルのクリアファイルにも写真が掲載されていま
す。先日、このクリアファイルをご覧になった県
民の方から、本種と思われるチョウを徳島市内で
撮影したと連絡が入りました。こんな街中にルー
ミスシジミがいるのだろうか…と思い実際に写真
を確認したところ、このチョウは近縁種のムラサ
キシジミであることが分かりました（図-2）。よ
く似ていますが、ムラサキシジミは翅の表が濃い
青色で、裏が茶色であること、ルーミスシジミよ
り一回り大きいことなどから、両者を区別するこ
とができます。
　日本国内には、このチョウの仲間が３種生息し
ています。ルーミスシジミはイチイガシやウラジ
ロガシの葉を餌としています。阿南市と海陽町の
ごく一部の豊かな照

しょう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

の渓流沿いでのみ見ら

れ、人里や市街地に飛んできたとの報告はありま
せん。ムラサキシジミは県内全域の低地で最も普
通に見られます。幼虫は植

しょく

栽
さい

に多いアラカシなど
を餌としており、餌の木が生えている雑木林や住
宅地の生

いけ

垣
がき

の周りを飛んでいる様子を観察するこ
とができます。ムラサキツバメは後

こう

翅
し

の尻尾のよ
うな部位（尾

び

状
じょう

突
とっ

起
き

）が特徴で、マテバシイを餌
としており、徳島市以南の低地の林や山に生息し
ています（図-3）。
　ルーミスシジミは全国的にも千葉県、紀伊半島、
四国南部、隠岐、山口県、九州南部に局所的に生
息するのみで、環境省のレッドリストで絶滅危惧
II類に選定されているほどのとても貴重な種です。
四国では他に高知県東部で生息が確認されていま
すが、愛媛県や高知県西部では既に絶滅しており、
徳島県南部は数少ない安定した生息地です。この
環境を知り、守っていくことが、地域に残された
すばらしい自然の象徴といえる本種の未来につな
がります。

（動物担当：外村俊輔）

7



博
物

館
ニ

ュ
ー

ス
 N

o.142
■

 発
行

年
月

日
　

2026年
3月

25日
■

 編
集

・
発

行
　

徳
島

県
立

博
物

館
　

〒
770-8070　

徳
島

市
八

万
町

向
寺

山
　

TEL088-668-3636　
FAX088-668-7197

　
　

　
　

　
　

　
 https://m

useum
.bunm

ori.tokushim
a.jp

４月から６月までの博物館普及行事　　あなたも参加してみませんか？

特典がいっぱい！！徳島県立博物館友の会

詳しくは、友の会事務局まで（電話088-668-3636）

■年会費 　・個人会員2,000円
　　　　　・家族会員3,000円
 （10月以降にご入会の場合、会費は
それぞれ半額となります｡）

■会員の特典
・友の会行事に参加できます。
・友の会の出版物やミュージア
ムショップの商品を、１割引で購入することができます。
・催し物案内や博物館ニュース、会報などが、毎月お手元に届きます。

化石をさがそう！

　博物館友の会は、年間を通してさまざまな体験活動を行い、
自然や歴史・文化について、楽しく学んでいます。
　個人でも、ご家族でも、ご入会いただけます。みなさんも参
加してみませんか。

お問い合わせは、徳島県立博物館まで（電話 088-668-3636　FAX 088-668-7197）

１枚の往復はがきで、
１行事のみ申し込む
ことができます。
右図のように記入し、
お申し込みください。

●「行事申込フォーム」でのお申し込み
スマートフォン、タブレット等で
QRコードを読み込み、アクセスして
ください。お申し込み後に受付メー
ルが自動返信されます。返信がない
場合は、電話（088-668-3636）また
は、FAX（088-668-7197）でお問い
合わせください。

85 〒770-8070

往信

徳島市八万町
　　　向寺山
徳島県立博物館

＜往信の表面＞ ＜返信の裏面＞

何も書かないで
ください

85 〒

返信

あなたの
　郵便番号
　住所
　氏名

1．参加希望の
　行事名
2．参加希望者
　全員の氏名
　（学年・年齢）
3．住所
4．電話番号
　（またはFAX番号）

＜返信の表面＞ ＜往信の裏面＞

開催予定日の１か月前から12日前必着でお申し込みください。
参加希望者が定員を超過する場合は抽選とし、結果は全員にお知らせします。また、行事の詳細は、当選者にご案内します。
原則として、参加費は無料ですが、材料費をいただくことがあります。

※提供いただいた個人情報は、お申し込みのあった
　行事についてのみ使用します。

普及行事の
お申し込みについて

往復はがきの記入例

行事申込フォーム

●往復はがきでの
　お申し込み

学校教育に博物館を！
　徳島県立博物館のもつ資源（もの・情報・人）を、学校
教育の場で有効に活用していただきたいと考えています。
●遠足　　　　　　　　　●博物館資料の貸し出し
●館内授業（博物館で）　 ●教材研究のお手伝い
●出前授業（学校で） 
・学習内容に関する質問や
実験･観察の方法など、何
でもお気軽におたずねく
ださい。動物、植物、地学、
考古、歴史、民俗、美術
工芸の各専門分野の学
芸員がご相談に応じます。
お気軽にお電話ください。 火おこし（出前授業・館内授業）

シリーズ名 行　　事　　名 実施日 実施時間 申込 対　象（定員） 備　考

野外自然かんさつ

のんびりゆったり植物かんさつ（春編） 5月17日（日） 10:00～12:00 不要 小学生以上（20） 同日開催「植物分類学概論２」
文化の森クモかんさつ会春編（午前の部）★ 5月24日（日） 10:00～12:00 要 小学生以上（15）
文化の森クモかんさつ会春編（午後の部）★ 5月24日（日） 13:30～15:30 要 小学生以上（15）
川魚かんさつ春編★ 5月31日（日） 10:00～12:00 要 小学生以上（20） 徳島市園瀬川
文化の森の植物であそぼう 6月  7日（日） 13:30～15:30 要 小学生以上（20）
花巡り！植物かんさつハイキング6月～風薫る季節を体感～ 6月28日（日） 11:00～17:00 要 小学生以上（15） 上勝町高丸山

生きものしらべ隊
こん虫の標本をつくろう（その１）★ 5月10日（日） 10:00～12:00

要 小学生以上（15） （その１・その２セット）�
申込みは4月28日（火）までこん虫の標本をつくろう（その２）★ 6月28日（日） 13:00～15:00

顕微鏡で植物かんさつ 5月31日（日） 13:30～15:30 要 小学生以上（20）

たのしい地学
体 験 教 室

白亜紀の地層見学 5月16日（土） 13:00～15:30 要 小学生以上（20） 香川県まんのう町
木の葉化石の発掘体験 6月14日（日） 13:30～15:00 要 小学生以上（15） 材料費100円（高校生以下無料）

歴 史 散 歩 伊島歴史散歩 5月31日（日） 8:00～16:30 要 小学生以上（15） 阿南市伊島
徳島大空襲の史跡を歩こう 6月21日（日） 10:00～12:00 要 小学生以上（20） 徳島市内

古文書で学ぶ
歴 史 入 門 ゼロからの古文書①～④

5月23日（土）

13:30～15:00 要 一般(20)
（①～④セット）�
申込みは�

5月11日（月）まで

6月  6日（土）
6月20日（土）
7月  4日（土）

ミュージアムトーク 植物分類学概論１－分類学とはなにか－ 4月19日（日） 13:30～15:30 不要 小学生以上（15）
植物分類学概論２－種と種分化－ 5月17日（日） 13:30～15:30 不要 小学生以上（15） 同日開催「植物かんさつ（春編）」

企画展関連行事 企画展「まぼろしの漆器　
阿波の半田塗」展示解説

4月26日（日）
13:30～14:30 不要 小学生以上 企画展観覧料必要5月5日（火・祝）

5月24日（日）

コレクション
セ ク シ ョ ン
関 連 行 事

歴史・文化コレクション
「新出！断絶した人形座の資料」展示解説 4月12日（日） 13:30～14:00 不要 小学生以上 常設展観覧料必要

歴史・文化コレクション
「新出！断絶した人形座の資料」展示解説 5月10日（日） 13:30～14:00 不要 小学生以上 常設展観覧料必要

歴史・文化コレクション
「新着の考古資料紹介」展示解説 6月  7日（日） 13:30～14:00 不要 小学生以上 常設展観覧料必要

自然史コレクション
「サトイモ科の植物」展示解説 6月21日（日） 13:30～14:00 不要 小学生以上 常設展観覧料必要

博物館スペシャル 文化の森こどもの日フェスティバル 5月5日（火・祝） 9:30～16:00 不要 － 祝日無料
◎★印の行事は「チャレンジ自由研究」対応行事です。　　◎小学生が参加する場合は保護者同伴です。　　◎全ての行事が「文化の森教室」に該当します。
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